
3-3 教育・学習機能の高度化等に関する情報システムの研究、推進
<事業計画>
クラウドコンピューティング利用上の留意点を踏まえた上で、大学教育の充実に向け

た情報システムの再構築について、経費節減や負担軽減の導入モデル、大学連携・産学

連携による教育機能の高度化・協同化の教育モデルの研究を進めるとともに、高機能携

帯端末の活用方法について情報収集し、参考情報を紹介する。

<事業の実施状況 >

事業の実施は、「大学情報システム研究委員会」を継続設置して、クラウドコンピュ
ー

ティングを含めた大学情報システムについて研究を展開した。

大学情報システム研究委員会

平成 23年 5月 16日、10月 26日 に2回委員会を開催するとともに、24年 2月 22

日にアドバイザーによる打ち合わせを含め、延べ27名 (平均 9名 )が出席して、以下の

通り研究を実施した。

(1)ク ラウド導入による大学情報システムの研究

委員会では、大学教育の充実に向けた情報システムの再構築を研究するため、昨年度

より研究を継続してきた「クラウドコンピューティングによる大学の情報システム」に

ついて、大学の情報システムが現在抱えている問題を解決するため、また、教育機能の

向上を図る新しい教育システム構築の観点から、クラウドコンピューティングの導入の

可能性や留意点を整理した。その際、理事長など経営責任者にクラウド導入について、

判断する上での最小限度の視点を整理し、理解でいただけるようとりまとめ、平成23

年 5月 の総会で報告した。以下に概要を報告する。詳細は、巻末のⅢ。事業報告の附属

明細書 【2-9】 を参照されたい。

|    クラウドコンピュ…ティングによる大学の情報システム (概要 )

[大学情報 システムの現状 ]

学生一人々の学習支援環境を整備するために、機器やソフト、人員、コストの負担が

重 くなってきていることと、情報資産を守るためのリスク管理の厳格化が求められてき

ている。とりわけ、災害から大学の情報資産を守ることが大きな課題として、現在の情

報 システムを再考する必要が生 じてきている。その選択肢の一つとして、大学でサ
ーバ

ー等の設備を整備しなくても、企業が提供するサービスを利用するクラウドの導入が話

題 とされている。そこで、大学の情報システムが現在抱えている問題を明らかにした上

で、問題解決の手段としてクラウドの利用を考えることにした。

[ク ラウドのイメージ]             .
①  クラウドとは、インターネットを介してて、外部のデータセンターに蓄積された
資源を利用するもので、大学でサーバ等の設備を持たずに済むことから、情報環境

構築の負荷が軽減できるとともに、運用に伴う負担軽減が可能となる。

② クラウドのメリットは、利用に応じた環境が短期間で整備でき、情報化投資や運
用経費の削減が可能で、インターネットでどこからでも利用できる。そのことから



大学連携、産学連携、高大連携など新たな教育機能の創出が可能となる。

③ クラウドの課題は、データの保管場所により、情報保護が保証されないリスクが
ある。障害が生じた際の原因追究が困難で業務に支障が出る可能性がある。過度に

クラウドに依存することで学内の運用能力や事故対応能力が低下する懸念が考えら

れる、利用者数、利用時間、利用機能の拡大によっては自前での整備よリコスト高

になる可能性がある。

[ク ラウド利用に当っての留意点]

① 情報 リスクを最小限にするため、重要度の低い業務に留めるこで、大学で保有
すべきデータと外部に預けるデータを明確化し、どのような導入が大学にとうて

効果的であるのかを組織的に見極めることが必要。

② 運用コストについて中長期的な視点で検討を行い、具体的な対応策を選択する。
* 重要度が大きい情報資産の利用は、情報セキュリティの面から外部に依存せず
に学内環境で対応することが望ましい。

* 汎用の業務ソフト、メール管理、計算機能等の導入やコスト削減には、共有で
利用するクラウドが効果的であるが、情報資産の重要度に照らして適切性を慎

重に検討する必要がある。

* 情報環境の管理・運用の手間を大幅に削減するには、外部データセンターの機
能を専用で借用するクラウドが効果的であるが、利用者数、利用時間、利用機能

の拡大によっては、自前での整備よリコスト高になる可能性があるので中・長

期的な費用対効果を十分に検討 して取り組む必要がある。

(2)経費負担の軽減、教育機能の高度化・協同化の研究
以上の報告をとりまとめた上で、クラウドによる大学の経費負担の軽減、教育機能の

高度化・協同化について研究を進めた。まず、大学での導入事例を整理することになり、

経費削減の事例として 5件、負担軽減の事例として 12件、教育機能の事例として 8件、
災害対策の事例として 3件の合わせて28件の情報を資料化した。詳細は、巻末のⅢ.
事業報告の附属明細書 【2-9】 を参照されたい。その上で、導入事例の情報を踏まえ

て、経費削減、負担軽減、教育機能の向上、災害対策のモデルの視点や条件付けについ

て議論を展開し、モデル研究の参考となる導入事例を改めて整理することになり、アド

バイザーを通 じて費用負担の軽減に関する資料の提供を依頼 したが、大学側の協力が必

要とのことから24年度に改めてインタビューすることにした。また、教育クラウドの

構築に必要な費用負担のイメージについて、 5大学の連携で学生規模が全体で2万人で

パプリッククラウド方式で考えた場合、初期費用は100万 円から400万 円、毎月の

経常費が300万 円から750万 円程度であることがわかった。
(3)ク ラウド導入を含めた災害対策の研究
災害対策のモデルの一つの考え方として、東西など遠隔地域の大学が相互協定してデ

ータを持ち合い、災害時などに相互でバックアップすることを検討 している。課題とし

て、キャンパス間、大学問での相互補完体制、大学問での連携協定の準備、DNSの運用

やデータの同期、切り替え方式などの策定、クラウド間の標準化・共通化等があげられ

ており、大学 レベルでの協力関係の他にデータセンタ間での連携整備が必要である。

(4)ク ラウドと連動させた高機能携帯端末の活用方法の研究
教育での高機能携帯端末の活用が進んでいないため、 24年度に調査することにした。



-9ク ラウ ドコンピューティング利用上の留意点

クラウドコンピューザイングによる大学の情報システムについて

1.大学の情報システムの現嗽と課題

① 大学教育機能の高度化、国際化及び、学生一人ひとりの学習支睡 実現するために、持続聯 情報通信技術

の環境整備が求められている。

② 大学の教育、研究、経営の基盤環境として情南レステムが不可欠なものとなつているが、年々運用・管馴こイわ負担

鮨婦諄・ソフト・コスト人員)が重荷になつてきている。

③ インターネットの発達・普及によりIntキ三リティの確保に、燎 しての対応が困難になつてきている。

④ 情報技術の革新にわ 利用技術の対応に冊凍性が求められている。

⑤ 環境負荷軽減に向けた情報通信機器の電力節減への取組みが不可欠になつてきている。

2.大学情報レステムの再考

大学は、教育研究の社会的責任を果たすために自前で情報レステムを整備してきたが、提供するシステム、迅速な対

応、セキュリテイ、コスト、人員等の面から最適な情報システムを検討する必要が生じている。検討す
べき選択肢の一つ

として、クラウドサービスの導入が有益であることが種々話題とされている。この新しいクラウドサービスは、既にメール

サービスなどを中心に一部の大学で導入されており、サーバ等の設備を保有せずに短時間でシステムの構築ができる

ことや、運用に的 負担軽減に加えて、新たに大学連携、産学連携などにより教育機能の高度化を可能にするなど、新た

な付加価値の創造が期待されている。一方、大学情報システムの大きな設 して、情報の保管場所や管理内容などの

セキュリティ面や、災害時、障害時などに最適慮対応がとれるような備えを準備しておくことが課躍となつている。

3.クラウドコンピューテイングとは

インターネット回線を経由して、データセンターに蓄積された資源を利用するものであり、大学でサーバ等の設備を持

たずに済むことから、情報爛蹴を構築する負荷の軽劉と、運用にわ 人的・物的負担を軽減することが可能となる。

4.クラウドのメリット

① 学習支援、大学での生活支援などの充実向上や、教育、研究、経営機能の情報環境整備が計画段階から導入まで

短期間で行える。

② 計算・蓄積ウワト等資源の所有arlJ限に留められることから、情報化投資や運用経費の削減が可能になる。

③ インターネッ蹴 由して何処から喘 アクセスできるので、学生や教職員の利便性が向上する。

④ 大学連携、産学連携、高大連携などに利用することで、新たな教育機能の付加価値の創出をもたらすことが可能と

なる。

⑤ 学内の暉境負荷の軽減が図れる。

5_クラウドの籠

① データの保管場所によつてはその国の法律が適用されるので、日本基準の中 異なるリスクがある。今後、

リスク翻匝基準の整備が急がれる。

② 障害が生じた際の原因追究が困難であり、自ら復旧すること力気きないため、業務に支障がでる虞がある。

③ 過度にクラウドに依存することで、学内の運用能力や実装能力、事故対応能力が低下する。

④ 標準化された機能の利用に腱 れるので、教育課程の編はなどの変化に対応するカスタマイズがせ ない場合

が多い。

⑤ 利用者数、利用時間、利用機能の拡大によつては、自前の整備よリコスト高になる可能性がある。

⑥ インターネッHこ障害が発生するとシステムが利用できなくなるリスクを考慮しておく必要がある。

6.クラウド利用に当つての日意点

上記のようなメリットと課題が考えられるが、どのような場面で自前の環境と共有クラウド又は専有クラウ
ドを利用す

るこどが、それぞれの大学1こ効果的にあるかを検討する
「
とが必要である。

一つの考え方としては、クラウドでわ 情報のリスクを最小限にするために重要度の低い業務に留
めることや、自大

JUttLκフト、メト=ル嘔ロロL…

胆

…



学で保有すべきデータと外部に預けるデータを明確化し、どのような導入が大学にとつて効果的であるのかをfamに

見極め、運用コスHこついても中期的な視点で検討を行い、具体的は対応策を選択する必要がある。なお、以下
に紹介

する留意点は現時点での判断であつて、技術の進歩によつて今後解決されてくる剛階においては
この限りではない。

(1)自前:こよる環境整備

C)重要度が大きい情報資産(成績情報・教議員の人事情報・研究情報・戦略的経営情報ほど)の利用は、縦 キユ

リティを大澤をして厳格に眸 るようにするため、外部に依存せずに学内環境で対応することが望ましい.

C)事故などによる教育・研究活動の停滞や経営活動に支障が出るような事態は、大学の社会的責任として詰 れな

い。このような重要なシステムは外部に依存せず学内で対応することが望ましく、運用能力や実装能力、事故対応

能力の向上に努めるべきである。

(2)クラウドによる螂

クラウドコンピュラ ングの形態としては、データセンターに蓄積磨れた資源嗜群 の利用者が共有し
て利用す

るクラウドと、大学等が専有して利用するクラウドに大別される。以下に、2種類の形態を紹介する。

(2)-1共有で利用するクラウド
インターネットを通じてメール管理や計算機能、汎用ソフト(表計算・文書作成・プレゼンテーシヨン等)の利用

が可

能である。また、新しい利用方法として、大学連携、産学連携により多様な情報を集積
・共有化することで、新たな教

育機能の創出をもたらすことが可能となる。

鎮

① 標準化された汎用・業務ソフトの利用、メール管理、計諄機能等のスムーズな導入や
コスト削減に一定の効果が

あると思われる。しかし、セキュリシ の不安やカスタマイズ対応など解鋏港れてない課題もある
ことから、利用に当

たっては情報資産の重要度に照らして慎重に検討する必要がある。

② 学士力の実質化に向けた教育機能を離 ていくには、大学の粋を超えた大学連携
・産学連携による知識・情報

の集積・共有化が必要となるが、そのための大学及び関係者の意識合わせが必要である。

C)グローバルな学署田闘たして無償のクラウド(ユーチユーブ、爾瞬∝ U、 Facebookなど)による教育=庁
ンツが提

供されているが、著作権などに十分詈鳳して、学生に最良の教育を―
る手段としての共通暖解が2層之なる。

(2)-2専有で利用するクラウド

負担軽減を主たる目的として、サーバ等の資源を外部のデータセンターに設置又はデ→
センターから借用する。

① 情報環境の管理・運用の手間を削乱 、セキユリシ の水準を保つ方法とし
ては、外部デ→ センターの脚

用することが効果的にある。

② 情報投資を軽減するために外部デ→ センターの機能を借用する
ことは、一定の効果があると思われる。但し、

利用者数、利用時間、利用機能の拡大によつては、自前での整備よリ
コスト高になる可能性があるので、導入に当

っては、学内に専門の委員会組田庭設けて情報戦略の方針、情欄レステムの選別、中期
的な費用対効果のシミュ

レーションなどに留関して検討することが望ましい。                  ・ ′
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大学でのクラウドコンピューティング導入事例

1学名 導入形態

1

昴田大学 全学情報システム
基盤をクラウト化

=要
=薦=戸
ヲ百フ

「

天下フ=ジみタラウト化を図り、セキュリティ強化も実現した。
ブライベートとパフリックの

に合せで全学情報システムのクラウト化を実現した。セキユリティ面ではUSB利用と認証の課題を解決して安全な
階級システム基盤を整えた。

電 力 90%の 副 目 が これ た 。
情報漏えいリスク90%の削減ができた。
ITコスト80%の削減がされた。

東京工科大学 ハイフリッド・ク
ラウト環境

~学
内のプライベートクラウト環境 (自習。課題)とベンダーのパフリック・クラワド (授票

'そ
理爵ごててた。利

2時間かかる環境構築作業が不要になり1回目の授業から実習に取り掛かれるようになった。パプリックは従量課金

で必要な時に必要なだけ資源する.

。5年間の構保有コスト (購入、管理等りで比硬rr昇 して、征米
のプライベートを増強するより、ハイプリットに切り替えたほう

が60%のコスト自1減になる。

北 匡 元躍 科 7環 爾
大学院大学

学内フライベー ト

クラウト
手正T敏職員が利用するサ‐パを仮想化により条約することでICTイ ンフラ環境を,壺偏し、効準化ぞ凶つた。 ワーハの百区こキガにした。

消費電力48%削減した。
設置スペースを70%削減できた。
管理コストの軽減も図れた。

建堀 子 昴 天 子 00081eド キユメン
トを利用した学内
ファイルサーパの

削減

G■ai10●―EX 2Goo81Jド キユメントを利用して、学生のファイルサーパの削減を行つており、学生のデータほ

半内になく、Goo810ドキユメント上に置かれる。高価なファイルサーバを準備する必要がなくなった。しかし、使し

勝手が悪い、パックアップができない、サービスの安定性などクラウト特有の問題はあるが、コストとのパランス

で、小規模大学の場合、有効と考える。

ハ ー ド、保 守・ 曹 埋 口 で コス ト剛露 ぞ美 現 した。

東京電機大学 ICI墨■をフライ
ベー トクラウト化

丁アニフセンターに統合。刷新し、プライベートクラウド (図書館システム、罰合ID管

理、出席・教室管理、照明・空口運動等)を構築して、システム運用の効率化や事業継続性の強化を図つた。
・サーバを征釆比6副日リロした。
。C02排出を従来比年間18ト ンの削減が見込める。

'図書館システムでは電子書籍の貸出などサービス向上が図れ
た。

ク

■ 影

1

東京農工大学
=子
萩青用I「薇ン
ステムをハイブ
リットクラウド化

可 青システム、インターネット情報システAI統合管理運用システム、統合ストレージ、図書館用システムなどの
ナプシステムからなる基幹システムをプライベートクラウト化、メールシステムをバプリッククラウト化して、サー

ベの仮想化 。統合化により運用効率の向上やコストやスペース削減ができた。

・価格、構築期間、運用負担削減の条件に合致した。
・運用効率が向上された。

匠畿大学 仮悪化技術そ便つ

た学内クラウト環

境

/h17-2Tス
~下

レ=ジ1仮想化技術を統合することで、データセンタを
1つのシステムとして管理できるようにした。教育システムとして語学演習や IT技術演習などのイメージをサーバ

いら各教室PCに対して配信し、柔軟にPC環境の入れ替えを実施する。

・データセンタの運用及び拡張に伴うコストを削減、アプリケー

ション及びソフトの迅速な立ち上げを可能にした。
・運用コストが削減された。

色沢工業大学 デイスクトツフク

ラウド

~         
が利肩でき西からだ情報演習環境が仮想デスクトップにより学内イントラネット各所から利用

できることになった。場所と時間の制約が柔軟な教育環境を実現した。

。学生の教育機会向上と教員及びlT運用担当者の負猥職畷かご■

た。

月構 天 子 キャンバスクラワ
ド

~預
頁

…

百宅など学外でも大学内のPC教室や研究室と同じ環颯でPCを使用することが可屁になつた。rじ萩菫の

空きがなく授業で利用できないなどの制約が軽減された.

・PC環境の構築やメンテナンスの作業が減少し、大幅な運用コス

トの削減が見込まれる。      |

九州 大手 フライベートクラ
ウト形態の仮想デ
スクトップ基盤

覆粟は時間的網約でモリ下アップができず複数名で1台のPCを利用したり、同一の授秦時間内で覆ヌソフトを使つ

た演習などが困難であつたが、演習にあわせた1回の設定作業で学生は画面上でPC環境を選択することで、高度な情

報教育に利用可能になった。

こ「
〔
冨更1登蒻板Ьヲ9鵠笠賀:31響翼嘉卜86うこり覆雰署:雰諄〔1露
′ヽ処理性能を実現することが可能になり、学習効果が向上され

国士舘大学 字内 1じ Tサ~ヒ

スをフルクラウド
化

術
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運用コスト、広告不無表示、メール本文がウイルス・スパイウエア対策の目的以外でスキャンされない。付加価値

サービスとしてSkyDriveの可能性の点で評価された。

・ ンスアハリ囲冗買″=ロロ Cこ にO
・ランニングコス トを 5分の 1まで抑えられる試算が検討時にさ

れた。

庸岡大学 クフフト型ET
メールサービス

保守運用面で人手を割くことがほとんどなくなった。

神奈川工科大学 SLA契約のあるクラ
ウドサ‐ビス

…

…
・
丁瓦所面
「
Agreenentl下保菫されているExchage Onli■ eを教躍員用メールに採用。SharePol■ tOnline

多奎魁 rルの40彗土右に活用している.
・24時間365日 ノンス トッフサービス.
・サーパ管理の時間も削減でき運用コストが軽減された。
。一般向けのメール分野において、日前システムでII硬竹阜肋ス

ピートについていけず、最先端の環境を提供できない。
。年間2億円の運用コストが軽減できた。
。学部門の機能格差も解消できた。

日本大学 3■ail 7日El● lにIETハ‐‐′レV′′L"Eレ 1=ロロイp′こ●り、 uuυ
`ic avν
o ivI ●u llし oι lυ■l‐ T―■V VIり VVハ 1‐―′ヽ0 ■―´̀‐・・・ヽ――ヽ

マい使い慣れているG■ailを採用した.学部単位でのメールシステムの運用を統合してコストロu減と学生向けサービ

スの格差是正が国れた。



一橋大学 hall
~迷
惑メールが多く容量不足になり学生のメール利用が低下し、要望される24時間365日サービスのためには自前シ
ステムでは膨大な開発コストと人的コストは必要なため、Goo81e Apps for Educatio]を 導入した。学生には容量が
増えたこととプライベートでの利用があることが評価された。

・保守。管理面で大幅なコスト削減を実現した。
・学生のメール利用、満足度が向上された。

成城大学 rahoo,氏 ‐―ル Yぬoo!メーリ琳cade■ icEditio■導入に隠しては、24時間305日運用と卒薬後の利用や既存インターフェースとの親幕
隆が検討されていた.

・ サ ー バ 五 硯 や 繁思 時 対 5か らの解 Д で営 埋 。運 用 回で 買 彊 な 職
滅された。
。導入 。運用コストが削減された。

1

白鴎大学 ra■00メ ール Yaboo!メーリИcade■ icEditio■ 導入には、メール外部委託でのセキュリティ懸念やネットワーク帯域、バスワー ド
ついて課題としていたが特に運用で問題は出なかった。

トラフルの原に国内法に吾ブいて処理される.
ハー ドメンテや トラブル対応など人的コストが削減。

3.
効 :

た阪産栗大学 人宇 厠 釈 百 サ ー ビ

スシステム
推口やAO入試による早期含●・I足者に対して、Saasに よる入学厠秋百を実麗。宇習テータを有効宿用し、学生の
日別指導が強化された。

。人宇初年次グア充異のため、人手Π萩育の厩薇こ人宇俊の個人

指導や離学者対策に有効である。

京都教育大学 番幹システムをフ
ライベートクラウ
k・ 1‐毯年

メータレ、フアイル、■ebサーバから移行を開贈し、吾臀システムこフライベートグラワド化丁ることこrt口こ饉何
中.外部データセンターの利用で24時間365日 の稼働を実現。

。年 1回の法定仔■で長時間システム停止をしていたが、データセ
ンター利用により運用面が向上した。

請京大学 手術ポータルSaaS 図書館サービスで必要な薇断検察機能を学術ポータル導入により、便いやすく、検索ヒット甲等のサービス向上に
つながった。

。導入コス ト、システム管理コス トが大幅に低減された。

4
静京大学 aloo,氏 ‐―ル Yaboo!メールAcade■ icECitio■ 導入には、卒栗後のネットワーク形屈に利用できると考えたo 。サ ー ビス の荷 研 ■ 、 コス ト、

"展
圧 こp肝 仙 ご■ た。

文京学院大学 ポー トフォリオ 初年次教育として「大学生活計画表」 Iチヤレンジロ標」 I週間計画曇」をボータル画面にし、学生と軟員がイン

タラクテイプな情報交換を行い、従来の紙運用からコミュニケーションが加速された。セキュリティのため、学籍番
号しか表示されないように工夫している.

。3週間 の 9E期 間で 導 入 した 。
・投資効果が見込める低価格。

実践女子大学 vtv Flg'ous.
lalEba courseif 

掲示板をレポート提出に利用して、学生回士が見ることができ意見至長の場としている。予習I首尋で目毛からい
つでもアップロードが可能.

・欠用者への対応、テスト結果の連絡、買間対応が確tを通して行
うことで教員の時間と手間が軽減された。

正命編大学 グラワド型の不―

トフォリオ、
mnnhn fniinE入

ポートフォリオシステムに学習意欲、課外活動、遣路形成の推移や、教員のアドバイス●を蓄積し、将来のステッ
プアップに活かす支援とした.学生にはなりたい自分を考える調線としている。

。学修カメレテとして学生一人ひとりの学修のrd保 そ騒年同に薔

隣。回覧が可能になり、教員の時間と手間が軽減された。

た阪教育大学 学習ノートのクラ
ウト化

小学校入学から大学卒業までの全ての学習成果をボートフォリオに蓄積し、クラワド上で長期保存することで、宇
目の振り返りを実現させた.

。学習の過程をF・価するとともに、歌層員の情報共有・客観同畔
口に結びつけられるようになった。

、採点報告機能などを提供するポータルシステムを安定稼働継続のために機能拡張する開発を実施していたが、停
り、環境をクラウトに移行した.

・Web掲 示による受動的情報だけで
迅速に発信できるようになった。ことや、インフルエンザでの全学休校など学生。教臓員への日中連絡に利用している。

・ F「口仔電への口え対応p介晏でのつた。
。図書館サービスの充実が図れた。

ムベージを統合して平尋な学生サービスを実現した。I「ヨ
お知らせのサービスも統合管理運営できるようになった。


